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フィガロ 

Figaro 
1995 芦毛 

ユーロペ 

2003 青鹿毛 

Future Storm 

1990 栗毛 

Karamea 

1987 芦毛 

ダンスインザダーク 

1993 鹿毛 

ルナセレナナータ 

1992 黒鹿毛 

Storm Cat 

Sea Sands 

Air Forbes Won 

Timely Table 

サンデーサイレンス 

ダンシングキイ 

クリスタルグリッターズ 

アローローゼット 

 

Storm Bird 

Terlingua 

Sea-Bird 

Slapton Sands 

Bold Forbes 

Bronze Point 

Around Two Turns 

Timely Tammy 

Halo 

Wishing Well 

Nijinsky 

Key Partner 

Blushing Groom 

Tales to Tell 

アローエクスプレス 

アムールラムール 

Northern Dancer 

South Ocean 

Secretariat 

Crimson Saint 

Dan Cupid 

Sicalade 

First Landing 

Legendra 

Irish Castle 

Comely Nell 

Tobin Bronze 

Summer Point 

Round Table 

Highland Fling 

Tim Tam 

Home by Dark 

Hail to Reason 

Cosmah 

Understanding 

Mountain Flower 

Northern Dancer 

Flaming Page 

Key to the Mint 

Runaway Bride 

Red God 

Runaway Bride 

Donut King 

Fleeting Doll 

スパニッシュイクスプレス 

ソーダストリーム 

Apalachee 

Allofthem 

 



 
 

 
■競走成績 Race Record 

勝利時はすべて最速の上がり!! 
2～8歳時に門別、南関東、JRA で 38戦 7 勝、2 着 2 回 
総収得賞金：1億 3039 万円 

 

1 着 S1 東京ダービー(2012)  大井・D2000m 

1 着 S2 東京記念 (2013・2015)  大井・D2400m 

1 着 S2 大井記念 (2015)   大井・D2000m 

3 着 S1 羽田盃 (2012)   大井・D1800m 

3 着 S2 金杯 (2016)   大井・D2600m 

 

 
東京ダービー（2012/6/6） 

2 着のプーラヴィーダは父フィガロと同産駒の 

ワンツーフィニッシュ 

同レースの 3 着は重賞 2 勝、 

JRA 交流レースでも大健闘したエミーズパラダイス 

 

■父系 Sire Reference 

数少ない産駒から 6 頭の重賞馬が誕生 
父：フィガロは JRA にて 3 戦 2勝 3 着 1回。朝日杯 3 歳ステ

ークス(G1)ではグラスワンダー、マイネルラヴに続く 3 着。 

 

【代表産駒】プレティオラス（本馬）、アンパサンド（東京ダー

ビー、報知オールスターC、イノセント C 1着、JDD-Jpn1、彩の

国浦和記念-Jpn2、北海道 2 歳優駿-Jpn3、羽田盃、京浜盃 2

着、マイルグランプリ、ニューイヤーC、サンライズ C 3 着）、

ハーミア（戸塚記念 1着、関東オークス-Jpn2、ロジータ記

念、TCK ディスタフ 2 着、黒潮盃、フローラル C 3 着）、プーラ

ヴィーダ（勝島王冠 1着、東京ダービー 2 着、兵庫チャンピ

オンシップ-Jpn2 3着）、パンタレイ（京浜盃 1着）、オリーク

ック（ローレル賞 1着） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■種牡馬成績 Sire Record 
2018年よりサンシャイン牧場で併用。 

2022 年初産駒デビュー。 

わずか 6 頭の中から重賞馬を輩出！ 
 
【代表産駒】 

コルドゥアン 栄冠賞（H2） 他 1勝 

アンディジェン 北海道・南関東 2 勝 

グレヴィスタ 北海道・南関東・笠松 2 勝 

フリアンディーズ 北海道・高知 1勝 

 

 

 
大井記念（2015/5/20） 

2 着馬ユーロビートに 3 馬身突き放し快勝 

 

 
東京記念（2015/9/16） 

最後の直線では最内から豪快に追い込み、大井記念に続いて重賞

を連勝。同レース 2 年ぶり 2 度目の勝利。 


